
■
歳
入

歳
入
で
は
︑
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄

附
金
︵
ふ
る
さ
と
納
税
︶
の
受
け
入
れ

額
に
つ
い
て
︑
昨
年
度
実
績
を
踏
ま
え

て
増
額
と
な
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま

す
︒
ま
た
︑
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
も
︑

新
型
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
段
階
的
な
回
復

に
よ
る
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
防
災
行
政
無
線
設
備
機
能

強
化
の
た
め
の
更
新
費
用
や
後
期
高
齢

者
医
療
療
養
給
付
費
負
担
金
の
増
加
な

ど
か
ら
財
源
不
足
も
生
じ
て
い
ま
す
︒

こ
の
不
足
分
は
既
存
事
業
の
見
直
し
や

経
費
削
減
に
よ
る
不
足
額
の
縮
小
を
図

り
つ
つ
︑
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
基
金
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
政
調
整
基
金
︵
町
の
貯
金
︶
を
取
り

崩
す
こ
と
で
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
︒

■
歳
出

歳
出
で
は
︑
新
規
事
業
と
し
て
︑
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
住
民
票
等
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
や
利
用
低
迷

が
続
く
町
営
バ
ス
事
業
か
ら
の
転
換
を

図
る
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
の
導
入
︑
本
町

で
新
た
に
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い

事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
起
業
応
援
施

設
の
整
備
︑
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向

け
た
本
町
独
自
の
支
援
策
構
築
を
目
指

す
﹁
商
店
街
活
性
化
計
画
﹂
や
国
指
定

史
跡
﹁
陣
ノ
内
城
跡
﹂
と
連
携
し
た
新

た
な
観
光
ル
ー
ト
確
立
の
た
め
の
整
備

計
画
の
策
定
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

継
続
事
業
と
し
て
は
︑
新
規
就
農
者

へ
の
経
営
支
援
︑
道
路
整
備
５
か
年
計

画
に
基
づ
く
道
路
整
備
︵
町
道
の
改

良
・
補
修
工
事
︶︑
河
川
浚
渫
等
に
よ

る
内
水
対
策
な
ど
を
実
施
し
ま
す
︒
ま

た
︑
寄
附
額
が
増
加
す
る
ふ
る
さ
と
甲

佐
応
援
寄
附
金
︵
ふ
る
さ
と
納
税
︶
に

関
す
る
経
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
︒

●
お
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
４
０

　
　
︵
内
線
２
２
３
︶

令和６年度

【歳入項目の説明】【歳出項目の説明】

●自主財源………………町が自主的に集めることができるお金
●依存財源………………国や県から交付されるお金や町債
●町税……………………皆さんに納めていただいた町民税や固定資

　　　　　　　　　　産税など
●繰入金…………………積み立てておいた基金を取り崩して一般会

　　　　　　　　　　計に受け入れたお金
●分担金・負担金………町が行う特定の事業によって利益を受ける

　　　　　　　　　　人から徴収されるお金
●その他（自主財源）…町の施設の使用料や証明書の発行手数料、

　　　　　　　　　　預金利子や前年度からの繰越金など
●地方交付税……………全ての市町村が一定の住民サービスを実施

　　　　　　　　　　できるように国が交付するお金
●国庫支出金……………事業を行うために国が交付するお金
●県支出金………………事業を行うために県が交付するお金
●町債……………………道路や小・中学校などの社会資本を整備す

　　　　　　　　　　るための借金
●その他（依存財源）…国から配分される地方譲与税やゴルフ場利

　　　　　　　　　　用税など

●民生費…………高齢者福祉や児童福祉、障がい者福祉といった福
　　　　　　　祉事業全般にかかる経費

●総務費…………町全体の運営に関する経費や、財産の管理にかか
　　　　　　　る経費

●土木費…………町道、河川維持や整備にかかる経費
●商工費…………商工業や観光業の振興にかかる経費
●公債費…………町の借金である町債を返済するための経費
●消防費…………消防組合・消防団の運営にかかる経費や、防災に

　　　　　　　かかる経費
●衛生費…………町民の健康のための経費や、ごみ、し尿などの　

　　　　　　　処理にかかる経費
●教育費…………小・中学校の義務教育にかかる経費や、公民館活

　　　　　　　動・保健体育活動などの社会教育にかかる経費
●農林水産業費…農林業振興のための経費や、農道などの維持や整

　　　　　　　備にかかる経費
●議会費…………町議会の開催や運営にかかる経費
●その他…………災害復旧費・予備費など

令和６年度一般会計は

95億5,620万円

まちの予算

（前年度比21.5％増）

　本町の令和６年度当初予算が町議会
３月定例会で成立しました。今年度の
一般会計予算は95億5620万円であり、
前年度比21.5％の増額となりました。

歳入

自主
財
源依
存
財

源

その他
3億113万円
3.2％

町税
10億4,036万円

10.9％
繰入金

7億7,762万円
8.1％

分担金・負担金
4,351万円
0.5％

その他
16億9,351万円

17.7％

地方交付税
22億5,000万円

23.6％

国庫支出金
16億4,654万円

17.2％

県支出金
4億9,051万円

5.1％

町債
13億1,300万円

13.7％
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■特別会計当初予算額
令和６年度 令和５年度 増減率

国民健康保険事業 14億9,368 14億9,451 ▲0.1

介護保険事業 16億5,959 16億254 3.6

後期高齢者医療事業 ２億1,472 １億8,667 15

特別会計 33億6,799 32億8,372 2.6

当初予算の主な事業

令和６年度 令和５年度 増減率

収益的収入 １億7,141 １億6,739 2.4

収益的支出 １億7,141 １億6,739 2.4

資本的収入 8,072 7,072 14.1

資本的支出 １億5,381 １億5,192 1.2

■上水道事業当初予算額 （万円・％）

（万円・％）

民生費

　私立保育所などの運営支援経費 ４億4,142

　障がいのある人の自立・生活支援経費 ４億8,168

物価高騰対策重点支援給付金事業交付経費 １億7,022

　総務費

　町有財産の管理費 ８億5,273

　行政区運営交付金 1,630

　コンビニ交付システム導入費用 837

　土木費

　道路の新設や改良などの経費 11億7,867

　商工費

　ふるさと甲佐応援寄附金運営事業経費 ９億8,216

　企業等応援拠点施設の整備費 8,960

　消防費

　浸水対策費 9,800

　消火活動に必要な設備などの整備費 3,743

　衛生費

　ごみ、し尿の処理経費 １億5,388

　合併処理浄化槽普及補助金 2,427

　子ども医療費助成金 4,848

　教育費

　甲佐小・乙女小学校プール改修費 3,512

　総合運動公園施設管理経費 2,462

　農林水産業費

　中山間地域のほ場整備などの経費 5,862

　多面的機能支払事業の経費 6,263

　議会費

　町議会運営に伴う経費 7,375

（万円）

詳
細
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
▼

歳出

民生費
20億7,392万円

21.7％

総務費
16億9,750万円

17.7％

公債費
11億1,623万円

11.7％

土木費
14億54万円
14.7％

商工費
11億3,892万円

11.9％

衛生費
5億5,264万円

5.8%

教育費
4億6,314万円

4.8％

消防費
7億2,437万円

7.6%

農林水産業費
2億9,519万円

3.1％

議会費
7,375万円
0.8％

その他
2,001万円
0.2%
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